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選
挙
管
理
委
員
・
監
査
委
員
決
ま
る

日日）｝”）｝崎、（（（（（（’｝～…へ（

昭
和
白
年
第
白
回
議
会
定
例
会
は
日
月
同
日
に
開
会

さ
れ
、
会
期
を
旧
日
か
ら
白
日
ま
で
の
9
日
間
と
決
定

す
る
と
と
も
に
、
提
案
さ
れ
た
同
議
案
に
対
す
る
提
案

理
由
説
明
と
議
案
の
細
部
説
明
を
行
い
、
翌
日
山
日
に
は

上
程
さ
れ
た
は
議
案
の
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
旧
日
に
は
町
政
全
般
に
対
す
る
代
表

・
一

般
質
問
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
上
程
案
件
及
び
請
願
1

件

・
陳
情

2
件
が
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

翌
々
日
の
引
日
に
は
各
常
任
委
員
会
が
開
会
、
付
託
さ

れ
た
議
案
や
陳
情
等
が
審
査
さ
れ
、
最
終
日
の
お
日
に

各
常
任
委
員
長
か
ら
審
査
結
果
が
報
告
。
討
論
を
経
て

表
決
の
結
果
、
上
程
さ
れ
た
凶
議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
原
案

の
と
お
り
可
決

・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、

任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委
員
の
選
任
同
意

案
件
及
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
委
員
選
任
が

原
案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
る
と
と
も
に
、

議
員
提
出
議

案
と
し
て
意
見
書
己
件
、
議
会
会
議
規
則
及
び
委
員
会

条
例
の
全
部
改
正
案
等
の

5
議
案
、
か
追
加
上
程
さ
れ、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
請
願

1
件

・
陳
情

5
件
の
審
査
結
果
は
、
採

択
1
件

・
継
続
審
査

5
件
と
な
り
ま
し
た。

－

国
民
健
康
保
険
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
ま
こ
と
に
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
被
保
険
者
の
過
重
負
刊

に
な
ら
な
い
よ
う
、
国
保
税
の
昭
和

日
年
度
に
お
け
る
鋭
率
獄
泣
き
に
’
川

け
、
精
力
的
に
取
リ
組
ま
れ
た
い
。

2

し
尿
浄
化
槽
の
保
守

・
点
検
委

託
料
は
隣
町
と
格
差
が
あ
り
、

2
市

3
町
で
構
成
す
る
新
川
広
域
間
関
添

市
町
で
衛
生

・
公
銃
口
等
を
考
慮
し
な

が
ら
統
一
委
託
料
の
実
現
に
向
け
、

鋭
意
努
力
さ
れ
た
い
。

3

川
病
院
の
内
装

・
外
紫
，
i
一
が
が

巡
れ
て
お
り
、
病
院
絞
常
L
L
の
続
問

題
あ
る
い
は
勤
務
体
制
等
を
内
部
的

に
検
バ
す
べ
き
山
…
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
ハ
ム
也
捕
院
と
し
て
、
忠
弘
刊

の
快
過
な
入
院
環
鳴
の
整
怖
を
図
る

主
旨
か
ら
、
早
急
に
普
処
さ
れ
た
い
。

陳
情
の

「
阿
児
送
迎
車
の
運
行
に

つ
い
て
」
は
、顧
立
妥
当
と
認
め
、採

択
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
く
陳
情
の
「
痴
呆
性

主
人
の
接
助
に
つ
い
て
」
は
、
諸
般

の
状
出
を
勘
案
の
？
え
、
継
続
犠
脊

に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

産

業

建

設

委

員

会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
リ
可
決

・
玖
認

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
調
京
市
伐
の
泊
料
で
次
の

要
盟
芯
日
比
が
あ
り
ま
し
た
。

－

新
潟
県
市
娠
海
際
災
害
関
越
が

業
で
、
浅
川
わ
れ
岸

E
の
木
地
先
に
突

従
が
汁
州
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が

完
成
す
る
と
当
町
に
及
ぼ
す
影
特
は

大
き
く
、
海
岸
伎
食
に
拍
半
を
か
け

る
こ
と
は
川
ら
か
で
あ
り
、
朝
H
海

岸
に
絶
対
影
響
を
与
え
な
い
工
法
で

施
工
さ
れ
る
よ
う
早
急
に
関
係
機
関

に
要
請
さ
れ
た
い
。

E

以
立
，
け
然
公
開
内
の
城
山
の
上

の
山
台
地
は
、
芝
生
広
場
や
展
望
台
、

”
代
表
・

一一一一一一一一一一一…一一
総

務

教

育

委

員

会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
従
件
は
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
リ
可
決
す
べ
き

L
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
事
耐
伐
の
過
れ
で
次
の

．安
宅
忍
叫
が
あ
り
・
ま
し
た
。

－

北
陸
内
動
車
道
の
建
設
に
あ
た

り
、
境

・
宮
崎
問
で
発
抑
制
さ
れ
た
遺

跡
出
上
白川
は
、
出
史
的
に
も
非
常
に

抗
市
一な
も
の
が
数
多
く
あ
り
、
泣
跡

M
吹
ュ小
・
艇
の
往
設
に
’
川
け
、

関
係
機
聞

と
協
議
す
る
な
ど
前
向
き
に
取
リ
組

ま
れ
た
い
。

2

現
在
、
当
町
に
は
数
多
く
の
進

学
塾
が
あ
る
や
に
側
聞
し
て
お
り
ま

す
が
、

そ
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と

も
に
進
学
塾
を
必
要
と
し
な
い
・
さ
つ
、

児
童
の
能
力
に
応
仁
た
教
育
内
容
の

充
実
に
努
め
ら
れ
た
い
。

3

暴
力
迫
肢
は
、
間
的
性
化
の

一

興
を
判
・
7
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
品
川川

袋
運
動
の
一
取
で
あ
る
弘
行
似
等
に

休
憩
地
設
な
ど
が
後
備
さ
れ
て
か
ら

数
年
経
過
し
て
い
る
が
、
止
め
山
台

地
ま
で
足
を
運
ぶ
観
光
客
は
少
な
く
、

現
代
の
卓
社
会
に
対
応
す
る
道
路
制

の
終
倫
に
積
僅
的
に
取
り
組
み
、
上

の
山
台
地
の
利
用

m大
化
を
閃
ら
れ

た
L

般
質
問
の
中
か
ら

日
月
議
会
で
は
、
旧
人
の

識
員
か
ら
町
政
全
般
に
わ
た

り
ね
件
の
代
表

・
一
般
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

婦
人
会
研
修
補
助

同
茂
〕げ図
．己

質

問

削
日
町
連
A
N
婦
人
会
の
凶

内
研
修
と
し
て
、本
年
は
、
友

好
都
市
釜
石
市
へ
行
っ
て
こ
ら
れ
、

友
好

・
税
控
口
に
実
績
を
k
げ
ら
れ
た

と
側
聞
し
て
い
ま
す
。
婦
人
の
資
質

の
向
上
と
組
織
強
化
の
観
点
か
ら
、

今
後
も
併
修
の
継
続
と
補
助
金
の
助

制
な
ど
予
弥
耐
の
光
実
を
図
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
．
そ
の
点

に
つ
い
て
お
削
か
せ
断
い
ま
す
。

答

弁

姉
人
凶
内
研
修
事
業
は
、

昭
和
特
年
泣
か
ら
実
地
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
、
友
川
町
郎
山
交

流
本
主
と
し
て
後
利
市

へ
派
遣
し
ま

聞し
た
が
、
町
で
は

「咋
か
な
人
っ
く

り
」
小
業
と
し
て
、
今
後
と
も
他
の

諸
団
体
と
の
均
衡
を
図
り
な
が
ら
、

補
助
金
の
噌
飢
も
含
め
て
充
実
を
州

り
た
い
と
々
え
て
い
ま
す

墓

地

公

薗

2
0
0
Mm
州
を
協
議
中

質

問

基
地
の
一
石
炭
が
品
い
の
は

周
知
の
と
お
リ
で
す
。
町
出
I

M
は
本
附
造
成
に
勿
力
し
て
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
現
ふ
仏
の
状
況
や

環

境

厚

生

委

員

会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・
玖
認

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
稼
・
作
一
．
の
過
紅
で
次
の

製
別
立
は
が
あ
り
ま
し
た

~ 

計
阿
川
端
肢
を
お
聞
か
せ
副
い
ま
す
＠

ま
た
、
町
所
布
の
火
山
狩
附
切
な
ど
は

美
観
上
も
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

取
り
段
し、

そ
の
跡
地
利
用
の

一
環

と
し
て
、
築
地
を
造
成
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
休
民
の
要
慢
を
い
く
ら
か
で

も
満
た
す
と
思
い
ま
す
。
そ
の
占
…
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
か
お

聞
か
せ
断
い
ま
す

窓
口
弁

築
地
公
刷
の
造
成
に
つ
い

て
は
、
特
定
の
候
織
地
で

2

0
0
R州
を
計
尚
し
、
現
代
、
地
M
一段

び
地
叫
制
作
と
鋭
立
協
議
し
て
い
ま
す

ま
た
、
地
区
に
あ
る
火
葬
場
の
跡

地
利
川
に
つ
い
て
は
、
上
地
の
所
有

形
態
が
述
う
こ
と
や
跡
地
利
用
に
つ

い
て
む
そ
れ
ぞ
れ
の
号
、
え
じ
り
が
あ
り
、

ケ
｜
ス

・
パ
イ

・
ケ
l
ス
で
対
応
し

た
い
と
々
え
て
い
ま
す
。

...釜石を訪問しだ婦人だち

「暴

パ
か

追

放

追
放
活
動
の
推
進

質

問

品
近
、
拡
力
問
が
ち
町
に

進
出
し
て
来
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
が
、
町
民
の
間
で
．
小

去
を
も
っ
て
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
と

側
聞
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
事
実
と

す
れ
ば
、
町
発
展
の
た
め
に
暴
力
団

は
が
芹
あ

っ
て
一

利
無
し
と
断
請
で

き
、
教
行
・胤
紀
・治
安
な
ど
山抑
制
作
は

ゑ

Y
M耐
に
わ
た
る
と
と
も

に

人

口

減
少
に
州
単
を
か
け
る
こ
と
も
，す相似

さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
暴
力
迫
欣

の
1
・・e
け
を
し
て
、
町
の
内
外
に
千

如刊
で
活
力
あ
る
朝
日
町
を
ア
ヒ
｜

－
強
会
だ
よ
り

＠

可
決
さ
れ
た
も
の

昭
和
臼
年
度
補

E
予
算

O
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（第

6
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

（第

2
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
臨
設

笹
川
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第

1
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第

1
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

境
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算
（第

1
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設

山
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

〈第
1
号
）

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第

2
号）

O
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会
計

補
正
予
算

（第

1
号
）

O
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算

（部

2
一号
）

条
例

（
一
部
改
正
）

O
朝
円
町
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例

。
朝
日
町
税
条
例

。
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

承
認
さ
れ
た
も
の

0 0 日E
5 朝 4 第 和
号日号 8 62 
） 町 ） 町年

一 一 度
般般 補
会会 正
計計 予
補補 算
正正
予予
算算

第第

同
意
さ
れ
た
も
の

O
朝
日
町
駅
資
委
口
を
選
任
す
る
た

め
同
意
を
求
め
る
件

。
朝
日
町
同
定
資
産
評
価
審
公
委
員

会
の
委
員
を
選
任
す
る
た
め
間
立

を
求
め
る
件

議

員

提

出

議

案

可
決
さ
れ
た
も
の

O
第

2
次
急
傾
斜
地
崩
域
対
策
事
業

5
箇
年
計
画
の
策
定
に
関
す
る
意

見
書

O
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
革
に
閲

す
る
意
見
書

O
専
決
処
分
の
指
定
の
件

。
細
別
府
町
議
会
委
民
会
条
例
全
部
改

正
の
件

。
朝
日
町
級
会
会
職
規
制
全
部
改
正

の
件
選
挙
さ
れ
た
も
の

O
朝

H
町
選
挙
管
組
委
－H
及
び
補
充

円
以
の
選
挙
の
件

請

願
・
陳

情

－
昭
和
的
年
2
月
号

＠



ル
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の

点
に
つ
い
て
所
比
を
お
聞
か
せ
願
い

ま
す
。

答

弁

ご
指
摘
の
件
に
つ
い
て
は
、

訟
も
側
聞
し
て
い
ま

す

万

が
一
、
こ
・
7
し
た
こ
と
が
が
実
と
す

れ
ば
、

J
H
然
刊
か
な
住
み
よ
い
町
」

と
い
う
朝

H
町
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

に
つ
も
が
り
、
何
と
し
て
も
阻
止
し

な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
は
、
入
善
警
察
署
な

ど
凶
係
機
関
と
協
議
す
る
と
と
も
に

議
会

・
町

・
住
民

・
関
係
諸
団
体
が

一
体
と
な
っ
て
暴
力
追
放
の
諸
活
動

を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
暴
力
追
放
の
宣
言
に
つ
い

て
は
、
必
．
安
と
す
る
と
き
が
く
れ
ば
、

ぷ
会
と
ト
分
に
協
品
し
て
ま
い
り
た

い
と
与
え
て
い
ま
す
e

北
陸
道
の
4
車
線
化

早
期
実
現
の
重
点
事
業

北
陸
自
動
車
道
は
来
年
の

8
月
ま
で
に
全
線
が
開
通
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の

こ
と

は
北
陸
地
方
の
産
業
活
性
化
の
面
か

ら
も
存
ば
し
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
朝
日

・
上
越
聞
は

2
車

線
と
な
っ
て
お
り
、
ト
ン
ネ
ル
が
多

い
こ
と
や
梢
守
地
帯
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
勘
案
す
れ
ば
危
険
極
ま
り
な
く
、

4
単
純
の
早
期
実
現
を
関
係
機
関
に

働
き
か
け
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
現
企
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
や

質
問

が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
小
で
ど
の
よ

う
な
新
川
崎
市
ド
業
を
実
施
さ
れ
る
の
か

お
聞
か
せ
胤
い
ま
す

答

弁

昭
和
日
年
度
に
町
の
取
り

組
む
べ
き
根
斡
事
業
法
、
新

総
合
計
阿
に
慈
づ
い
て
推
進
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
ご
指
摘
の
臼
年
度

の
新
規
ぃ
事
業
と
し
て
は
、
海
浜
公
園

笠
備
事
業
や
広
域
園
事
業
で
あ
る
矧

大
ゴ
ミ
処
用
地
設
挫
品
事
業
を
実
施

し
た
い
と
与
え
て
い
ま
す

さ
ら
に
、
出
村
ル
懲
総
合
燃
仙
が

業
に
つ
い
て
は
新
総
合
計
州
の
定
地

川
州
外
の
が
主
で
す
が
、
内
川
村
地
域

の
門
川
崎
抑
制
を
ね
ら
い
と
し
た
下
業

で
あ
り
、
新
総
合
計
州
の
問
念
に
沿

っ
た
が
業
と
し
て
取
り
組
み
た
い
と

与
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
設
置
必・業、

基
地
公
凶
埜
備
事
業
等
に
つ
い
て
も

用
地
健
保
等
の
条
件
控
備
の
問
題

L

ゐ
リ
ま
す
が
、
鋭
立
努
力
し
た
い
と

々
え
て
い
ま
す
。

む望を澗」ゲン

J
t

キ

．．．
 
F
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固

でJ
涜
／
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J

パ
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ザ

r
f
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J
h
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＼

F

越

〉
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γ
hペ
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γ

＼

uwkf

一一♂い
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a

托

f
rミ
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以
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‘

胸
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一

te
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輔自
q

ur河
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心
一
ヘ
心
－

E、、

企

今
後
の
比
辿
し
を
伺

い
た
い
。

答

弁

ご
指
摘
の
よ
フ
に
税
必
は

間
定

2
4線
で
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

H
本
道
路
公
川
で

は．

間
辿
後
の
交
通
量
を
見
出
め
た

う
・え
で
じ
い
小
に山
柄
下
す
る
予
定
で
惟

備
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
町
も
一
一
円
－
b

u
T
い
消
ー
を
い
袋
叫
za
し
て
お
り
、

A
1
年

度
の
富
山

・
新
潟
両
県
の
重
点
要
望

事
来
と
し
て
「
4
午
線
の
早
期
実
現
」

が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
と

も
関
係
煮
が
一
体
と
な

っ
て
国

・
道

路
公
開
に
対
し
、
強
力
に
要
望
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

滞
在
型
観
光

青
海
町
と
も
連
携

質
問

明
年
8
月
の
北
峰
山
動
単

国
保
税
の
引
き
下
げ

引
き
下
げ
は
困
難

「
現
在
の
同
氏
健
康
保
険
税

は
高
す
ぎ
る
」
と
い
う
苦
情
を

多
く
の
町
民
の
む
々
か
ら
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
臼
年
度
の
町
税
の
概

要
に
よ
れ
ば
、
当
町
の
国
保
加
入

2
、

2
7
8
世
引
に
付
し
て
所
持
が
川
町
い

の
で
地

U
悦
法
の
池
川
を
交
け
る
粁

減
対
象
が

G
1
5

H
引
も
あ
り
、
似
刊

減
制

1
1
、
8
9
0
．ん
川
を
川
と
川
保

加
入
針
に
金
制
白
川
さ
せ
て
い
る
こ

と
待
を
削
指
し
、
川
保
税
を
引
き
ド

げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

答

弁

凶
保
税
が
日
す
ぎ
」
る
と
い

う
ご
指
過
に
つ
い
て
は
、
ご

検
知
の
よ
・つ
に
、
同
民
館
山
収
保
険
ば

如
紅
一
扶
助
の
ぷ
州場
で
通
営
さ
れ
て
お

リ
、
医
療
伐
の
尚
さ
が
被
保
険
省
の

負
制
一
九
州
に
つ
な
が
う
て

い
ま
す
中
」

聞
の

）
人
当
り
の
．
供
餅
切
に
対
す
る

凶
保
悦
の
l
い
め
る
川
合
い
は
、
県
ド

で
枇
J
U
此
く
、
し
か
も
料
減
税
制
に

つ
い
て
は
、
税
総
矧
の
叩
分
の

8
が

特
別
制
批
叫
ん
父
付
令
と
し
て
凶
か
ら
交

付
さ
れ
、
残
リ
の
叩
分
の

2
が
同
保

で
負
担
し
て
い
ま
す
。
凶
保
悦
の
引

き
ド
げ
は
凶
雄
と
考
え
て
い
ま
す
e

質
問消

雪
装
置
の
助
成

一

小
型
除
雪
機
の
貸
与

一

質
問

現ト
代
、
聞
の
主
要
件
線
道

逃
全
線
開
辿
に
伴
う
町
活
性

化
が
業
の

一
例
制
と
し
て
、
州

日
町
の
・
忠
ま
れ
た
，
凶
然
録
制帆

を
伶
い
か
し
た
ん
川
崎、
城
山、

み

つ
ぽ
、
朝
日
町
、
小
川
以
内
汎

を
有
機
的
に
紡
ぷ
総
合
的
な

観
光
開
発
を
行
う
な
ど
、
川

在
引
観
光
に
力
点
を
泣
い
た

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
体
的
地

策
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
刷

い

ま
す
。

答

弁

北
陸
向
動
市
道
が

令
線
開
通
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
首
都
圏
を
は
じ

め
と
し
た
遠
距
離
か
ら
の
岬

要
時
間
が
制
航
さ
れ
る
な
ど
、

好
影
響
が
期
待
で
き
ま
す
の

で
、
町
と
し
て
も
観
光
資
源
の
有
効

活
用
を
図
る
た
め
、
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
配
付
、
機
関
誌
へ
の
記
不
抽

出
帆
な
ど
の
観
光

P
Rを
般
紙
的
に
行

う
と
と
も
に
、
隣
伸
明
す
る
官
桝
町
と

も
述
慌
を
と
り
な
が
ら
、
朝
日
税
不

知
イ
ン
タ
ー
の
来
降
を
促
進
し
た
肌

た
産
業
の
娠
輿
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

J
R
ア
ン
ダ
ー
工
事

似
年

7
月

完

成

泊

・
桜
町
線
の

J
R
ア
ン

ダ
ー
部
分
の
工

4
に
つ
い
て

は
、
当
該
関
所
に
看
板
が
立
て
ら
れ

る
な
ど
速
や
か
に
着
工
さ
れ
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ
ま
で

待
っ
て
も
工

vZMて
の
兆
し
が
な
く
、

質
問

↑

F
h
 

路
は
消
川
1
t
装
γ似
の
弘
光
ゃ
い
則
除
勺

に
よ
っ
て
辿
刊

・
泊
中
の
υ
父
辿
制
が

防
叩
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
文
線
道
路

の
除
排
寸
が
さ
れ
な
い
た
め
に
支
附

を
き
た
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、
簡

易
消
宝
袈
涯
に
対
す
る
肋
成
制
度
を

導
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
e

そ
の
所
見
を
。

答

弁

冬
期
間
の
道
路
交
通
の
雌

保
に
は
、
出
会
中
l

川氏
問
の
効
裂

し
か
非
常
に
い
日
川
く
、
。
什
地

K
か
ら
川
品
川

要
望
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
ご

検
知
の
と
お
リ
で
す
。

ま
た
、
ご
指
摘
の
生
前
迫
ω刊
の
峨

保
に
つ
い
て
は
、
小
川
上
除
勺
機
の
口

与
制
度
の
紘
充
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
ま
す

一日
曜
窓
口
の
開
設

一

前
向
き
に
検
討

質

問

中I
町
で
は
叫
ん
綜
ぎ
家
出
い
か

多
〈
、
佐
代
主
の
肺
抄
i

午
、

4
4清
i
の
，す
ん
必
と
完
成
期
日
を
お

聞
か
せ
断
い
ま
す
。

答

弁

ご
指
摘
の
件
に
つ
い
て
は
、

J
R
に
工
が
を
委
北
し
て
い

ま
す
が
、
本
絡
的
な
土
木

i
市
中
の
業

給
決
定
は
年
内
に
行
わ
れ

I
H初
旬

に
町
・業
折
・
J
R
の
3
4れ
に
よ
る
打

ち
合
わ
せ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
も
今
回
の
返
れ
が
今
後

の
工
れ
に
終
曹
を
及
ぽ
す
こ
と
な
く
、

昭
和
臼
年
7
月
ま
で
に
完
成
す
る
よ

う

J
R
に
強
〈
要
望
す
る
考
え
で
い

ま
す
。

関
年
度
新
規
事
業

海
浜
公
園
整
備
事
業
等

質

問

新
年
度
の
予
算
編
成
を
迎

え
昭
和
臼
年
度
新
規
事
業
は

新
総
A
H
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る

も
の
と
思

い
ま
す
が
、
新
総
合
計
画

に
は

6
項
目
の
新
規
事
業
が
計
画
さ

れ
て
お
リ
、
こ
れ
に
要
す
る
事
業
費

総
傾
は

9
億
9
千
万
円
に
ん
ゆ
り
ま
す

企貸し出す小型ロータリー除雪機

印
鉱
証
明
、
戸
時
の
肺
抄
本
な
ど
が

必
．
民
な
と
き
、
山
山
則
的
や
退
社
後
で

は
役
場
の
窓
U
が
問

っ
て
お
け
ソ
、
や

む
な
く
休
暇
を
と

っ
て
目
的
を
達
成

し
て
お
ら
れ
る
現
状
に
鑑
み
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
例
え
ば
、

隔
週
日
曜
日
の
午
前
中
だ
け
で
も
窓

口
を
川
開
設
し
て
住
民
の
利
便
を
凶

っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

答

弁

ご
指
摘
の

H
附
窓
U
に
つ

い
て
は
、
成
作
、
化
し
し
υ刷
、
出
生

川
、
附
捌
川
を
交
け
付
け
て
い
ま
す

．
ド
除
法
び
山
代
出
凶
係
の
受
け
付

け
は
、
心
什
小
ド
業
所
で
の
迎
休
．． 

日
制

の
批
准
に
よ
り
、
士
山
叩

nの
取
り
は
慨

い
件
数
が

m加
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
u

し
か
し
な
が
ら
、
日
脱
臼
し
か
休

み
を
と
れ
な
い
万
の
利
能
性
を
図
る

た
め
、
日
附
日
の
受
け
付
け
に
つ
い

て
も
般
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

－
議
会
だ
よ
り

＠

採
択
に
な
っ
た
も
の

O
鴎
児
送
迎
車
の
運
行
に
つ

い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

O
い
か
な
る
名
称

・
形
式
を
問
わ
ず

新
大
別
間
接
税
制押
入
反
対
に
つ
い

て
O
痴
呆
性
在
人
の
扱
肋
に
つ
い
て

O
県
文
化
財
指
定
に
伴
う
助
成
に
つ

い
て

O
国
家
機
密
法
の
制
定
反
対
に

つ
い

て
O
非
核
宣
言
に
つ
い
て

選

挙

管

理

委

員

ロ
月
議
会
定
例
会
で
、
任
期
満
了

に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
法
ぴ
補
充
員

の
選
挙
を
執
行
し
た
結
果
、
次
の
方

々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員

（
4
人
）

A.JRJ'Jンダ一部

補
充
員

（
4
人
）

0
・湯

島

力

太

郎

（橋
向
町
）

O
伊
勝

一
郎

（
大
家
時
）

O
鍛
治

常
二
〈
桜
町
）

O
小
川
保
久
英

f
｛笹
川
）

Eと
ml  

査

員

委

ゐ！に
~ 氏伴 12
，，..，..司‘、 のう ｝J 
Eム ー司 選削減
¥ .._ ....,,, r 任円会
“ ’： lニll!T定
、一『 以 向 1iKi.例
＿，.，／（（.＂ ’－；.，；』 立 3句会
a重量l＼」J'-....さ￥で
盟橿’~..れ貝園田園 掴園田 まに任

企木村信嗣氏 し木 Jt)J
た村 i荷
。 i~ T 

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員

ロ
月
議
会
定
例
会
で
、
任
期
満
了

に
伴
う
国
定
資
産
初
価
審
査
委
員
会

の
委
貝
に
折
戸
惣
市
氏
の
選
任
に
向

立
さ
れ
ま
し
た
。

企折戸惣市氏

－
昭
和
日
年

2
月
号

＠



おり搭とう
おたたかい窓

朝日町善意銀行
(12月4日～l月10日）

りとくr.さんから 1, 639111 

0月山の長井みさをさんから 1P.J・5円 ・

10円！［叫l'i:で 3,050円

。扇谷工業所従業比一l•il さんから

15.190['] 

0本｜則的以米君子さんから 2, 1201'] 

0上野の伸子択さみえさんから 6.538円

。胡Hl己，lit：娩附会さんから 5.000十lj

<.:' Jil・Jll $frと〈名さんから 5,000円

。ぶ川の広18キクエさんから 10.000111 

¥/ i1千明会教l・tl高同点：百じさんから 50.000PJ 

0目的の依田よいさんから 21.436問

。朝Itiピょーティロックさんから

歳
未
た
す
け
あ
い
裏

金
1
7
1万
円
に
f

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
明
る
い
正

川
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
昨

年
末
に
行
い
ま
し
た
政
ぶ
た
す
け
あ

い

『
愛
の
袋
」
募
金
に
は
．
町
民
の

祉

施
設
人

ド斤

6 打
？？ 

8 i 
0 3 
0 人
0 ~ 
｜斗

長
期
／、

院
者

2 ~ 

~ 7 ~ 
3 6 ~ 
7 8 '; 
r、

0 0 ~ 
0 0 
0 0 
円円

J』
II 

』
ヨ

n

賛

助加
入
4』
:z:s: 

自民
状

況

た
だ
い
ま
鋭
集
し
て
い
る
町
社
協

皆
さ
ん
か
ら
の
以
か
い
思
い
や
り
、

総
制
で

1
7
1
万
円
も
の
侍
立
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
し
た
皆
様
に

心
か
ら
悠
刈
巾
し
ト
げ
ま
す
と
と
も

に
、
必
令
の
お
甘
い
川
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
町
内
会
以
さ
ん
や
民
似
委

員
併
位
に
付
し
深
〈
感
謝
中
し
上
げ

ま
す
。
5
4
9
名
を
お
見
舞
い

特
さ
ん
か
ら
市
せ
ら
れ

た
募
令
は
、

川
の
歳
未
見

舞
金
や
善
意
銀
行
の
支
出

合
，と
合
わ
せ
て
、
年
末
に

5
4
9
名
の

H
々
に
脱
り

ま
し
た
。

県
内
の
社
会
福
祉
施
設

に
入
所
し
て
お
ら
れ
る
方

や
州
院
等
に
長
朋
に
わ
た

っ
て
入
院
し
て
お
ら
れ
る

方
々
に
は
、
は
川
回
日
に

町
の
悩
社
係
職
は
と
社
会

s.081rri 

¥/ .:-kl.LJHfの松卜茂さんから亡の悦チさんの

IP＜ζ長として百二典返しの一日Ii 1oo.00011 J 

¥/ H束M紛（妹）労働組合的支部さんから

37.322fll 

0小川佳品て足（株）代K取締役岡間二郎さ
んから 500. 0001'] 

0胡円町錦鯉愛好会さんから 20. OOOfl I 

0八U会さんから 60. 0001') 

0朝日ロータリークラフーさんからチャリテ

ィ J，~ ~~ 100' 000）り

りi(I小＇＂／：校児域会さんから 37. 199川

前
祉
協
議
会
の
役
民
が
訪
問
し
て
お

比
嫌
い
し
ま
し
た

ま
た
、
町
内
杭
屯
の
必
ま
れ
な
い

家
庭
や
寝
た
き
り
主
人
、
点
皮
陪
完

封
予
の
ト
刀
々
に
は
、
日
月
初
日
す
ぎ

に
地
似
の
川
中
安

μ
が
そ
れ
ぞ
れ
必

川
し
て
お
は
術
い
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
見
鈍
い
を
交
け
ら
れ

た

H
々
か
ら
お
礼
の
混
話
や
手
紙
が

4
届
い
た
お
礼
の
手
紙

一一喝高
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写目白町不d ~－ii辻五五ぇ出一一

の抗助会以に次の万々から申し

込みがあげました。（敬称略）

必川電信、木野勇一、広間叫降、

大久保存一、山間武久、－t川開武

夫、氷山州、ト仁川川一弘次、上円山良

雄、円れ井出入、．h井弘、脱出紘

一、山崎王肉、市m井芳二、山崎

肘介、山崎勇ぺ鍋谷義録、山崎

久犬、緑井武、沢田行一、桜田

利級、出井仙川、川村広子、林得

i患
朝i吉
日を⑫
町見
誌直

歴す回
史 。

編

か息
ら⑬ 

戦
国
時
代
と
朝
日
町
②

将
軍
家
反
び
管
制
斯
波
山
山
．
平
泳

に
相
続
争
い
が
起
り
、
細
川
勝
広
（
東

半
）
・山
名
持
山
一日
（
丙
箪
）
を
中
心
と

し
て
、
守
護
大
名
が
そ
れ
ぞ
れ
に
加

判
し
て
、
い
泉
市
泌
か
同

・
日
万
人
、

州
市
加
か

M
H
M人
が
参
加
す
る
応

仁
の
日
叫
が
、
応
十
必
午
（
1
4
6
7
）

か
ら
文
明

9
年

（
1
4
7
7
）
ま
で

日
か
年
、
京
都
を
戦
場
と
し
て
戦
わ

れ
た
が
、
そ
れ
以
後
戦
火
は
地
む
に

も
牧
び
、
行
年
に
わ
た
る
時
同
時
代

と
な

っ
た
。
峨
同
時
代
に
入

っ
て
、

ド
也
上
の
実
力
時
代
と
な
る
や
、
戦

乱
の
内
に
守
諸
大
名
の
多
く
は
滅
亡

し
、
代
っ
て
実
力
あ
る
戦
岡
大
名
が

山
塊
し
、
家
凶
凶
を
制
成
し
て
常
備

．
取
を
作
り
、
周
辺
を
政
略
し
て
、
点

都
に
卜
り
、
天
下
を
平
定
し
よ
う
と

し
た
ω
越
中
の
地
は
、
越
後
、

信
濃
古
白

か
ら
近
畿
へ
山
る
通
路
に
当
勺
た
た

め
、
し
ば
し
ば
戦
場
と
な
り
、
さ
ら

に
山
崎
械
や
魚
川

・
松
へ
れ
城
が
攻
防

の
的
に
な
っ
た
。

邸
中
小
守
川
崎
臓
は
水
利
5
年

（
1
3

7
9
）、
出
山
店
仰
が
伍
ぜ
ら
れ
て
以

米
、
代
々
白
川
山
氏
が
こ
の
職
を
つ
ぎ
、

越
小
と
は
柑
が
泌
く
、
山
川
山
家
の
相

続
引
い
が

一
以
川
を
な
し
た
応
仁
の

日叫
に
お
い
て
も
、
大
き
な
wuw判けを
り

え
た
。
法
例
は
河
内

・
山
城
・紀
伊
・

能
自
殺
の
守
縫
も
兼
ね
て
い
た
の
で
、

問
、
必
附
キ
作
、
小
山
秋
次
、
河
村

光
夫
、
西

ω徳
夫
、
中
川
縦
一

、
越

坂
治
作
、
岡
崎
昇
、
梅
沢
姶
ニ
、
岡

島
良
作
、
石
黒
武
志
、
大
蔵
清
正
、

坂
東
山
松
、
水
内
い
川
一
伝
統
、
恥
問
升
肌問、

刷
出
秀
悦
、
山

u
力
述
、
長
井
禿
俊
、

小
林
H
H
雄
、
越
板
門
的
、

坂
東
は
る

え
、
小
林
敏
雄
、
佐
々
木
忠
義
、
島

崎
清
和
、
岡
島
澄
、
話
野
芳
雄
、
越

以
作
伊
、
坂
東
伊
三
段
、
坂
東
誠

一
、

地
中
に
は
の
川
せ
ず
、
持
州
の
こ
ろ

ま
で
は
遊
仏
氏
が
守
護
代
に
内
り
、

遊
佐
氏
も
作
ぶ
し
て
い
た
た
め
、日入

守
必
代
と
し
て
総
代
次
郎
兵
術
川
ら

か
白
か
れ
た
が
、
必
K
川
の
乱
に
よ
勺

て
、
義
教
卜
り
に
加
判
し
た
遊
休
氏
の

勢
力
が
低
下
す
る
と
、
神
保
氏

｛
い州

れ

・
射
水
）
溢
休
氏

（
附
波
）
株
れ

氏

（新
川
）
の
三
氏
が
ん寸
満悦
代
と
な

り
戦
同
時
代
に
M
恨
ん
だ
υ

靴
名
氏
は
制
服
川
の
山
身
で
、
川
町

制
山
川
山
本
凶
が
越
中
・
γ
A
に
な
っ
た

の
で
、
．
大
授
6
年

（
1
3
8
0
）
こ

れ
に
つ
い
て
越
中
に
入
国
し
、
松
合

た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
e

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
非
全
と

兄
妹
令
．の
内
訳
は
次
の
と
お
リ
と
な

け
ま
し
た

募
金
と
見
舞
い
の
内
訳

募
金
等
の
内
訳

一
一
般
必
金

｛愛
の
袋
｝

ー‘勾
J
h
v
n
B

由
U
p
h
d
勺
d
H
1

町
1
え
山
令

i
、
υ
4
5
、
0
0
0
川

山
内
ぷ
銀
行
ム
山
山
令

0
0
2
、
1
4
7
川

人

H

H

M

2
、
8
3
7
0
0
0
ド

配
分
（
見
舞
い
）
内
訳

生
活
保
護
世
帯

（
犯
人
）

2
5
2
0
0
0
円

・午
前
州
窮
骨
折

（
白
人
）

2
2
9
0
0
0
円

ね
た
き
リ
老
人

？白
人
0 ~ 

0 
0 
0 
円

車
山
は
附
巾
占
有

6 ~ 
2 0 二
s. 4、8え
0 0 0 ~ 
0 0 0 
0 0 0 
向川 I'I 

m
h
f（
l
人
｝

被
災
計
引
｛
8
人
｝

水
山
北
、
水
仏
側
次
郎
、
成
能…

相

f
、
河
村
昭
際
、
水
島
問
作
、

迫
一
、
久
説
、
穴
・烏
ス
マ
午
、
．
人

す
千
之
、
江
湖
附
信
、
寺
町
と

さ
え
以
上
位
名
（
1
2
8
H
））

〔

l
H
n
m
H現
ト仕
）

申
し
込
み
は
、
町
内
相
当
民
生
委

い只

（
お
知
ら
せ
か
わ
ら
版
、
昭
和
昭

年
l
月
号
参
照
）
又
は
、
町
社
会
福

祉
協
成
会
（
告
別
t
0
5
7
6
｝
へ
内

に
入

っ
て
新
川

域

（魚
川
山
松
へ
ど

郎
会
』
治
め
て
い
た

除
名
氏
は
戦
同
時
代
に
な
る
と
、

神
保
氏
と
仏大
に
勉
中
を
二
分
す
る
努

力
に
行
ち
次
第
に
峨
同
大
れ
化
し
つ

つ
あ

勺
た
が
、
結
後
の
勢
力
の
ハ
何
人

に
抗
し
切
れ
ず
、
又
武
川
氏
の
H
H
迭

も
あ

っ
て、

ト
杉
・
武
山
の
勢
力
の

均
衡
の
上
に
主
ウ
て
之
に
服
従
と
反

抗
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

町
政
施
行
列
周
年
を
記
念
し
て
発

行
し
た
「
朝
日
町
誌
」
も
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
朝
日
町
を
見
直

す
手
だ
て
と
し
て、

町
誌
を
読
み
ま
せ
ん

か
。
町
誌
を
購
入
し

た
い
人
は
、
役
場
総
務

課
秘
書
広
報
係
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
宮
幻

1
1
1
0
0

内
線
2
0
4
番
）

''" ' ::.., 
r = ... ~波・‘・

刻
a
町

社
内

－
ふ
く
し
の
窓

＠

『雑

感
」

満
初
歳
を
迎
え
た
背
年
が

一
立
に

と

会
し
、
同
氏
と
し
て
の
柿
利
と
諜
務

？

を
り
加
減
す
る
と
と
も
に
、
希
望
に
燃

こ

え
る
門
山
と
な
る
よ
う
机
い
励
ま
す

り

「成
人
の
円
、

今
後
の
例
日
町
を
削

と

る
仰
い
子
と
し
て
成
人
の
日
を
迎
え

ひ

ら
れ
た
2
6
0名
の
管
さ
ん
は
、
小

の

勺
が
ち
ら
つ
く
肌
本
い

H
だ
っ
た
に

長

も
か
か
わ
ら
ず
、
仰
い十
く
か
ら
本
陥

町

を
し
て
集
合
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
待
合
室
で
は
、
あ
た
か
も
同
窓

会
に
で
も
出
席
す
る
よ
う
に
、
水
や

か
に
芯
飾
っ
た
併
さ
ん
が
裂
し
そ
う

に
議
決
し
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、

’H
か
ら
の
針
任
を
自
覚
す
る
と
と
も

H
A
A
r
A
 

に
、
自
己
の
研
鎖
に
努
め
て
い
た
だ

く
よ
・つ
念
刷
し
ま
す
3

ま
た
、
人
と
の
山
会
い
は
誕
生
日

か
ら
始
ま
り
、
年
齢
と
と
も
に
大
き

く
広
が
ゥ
て
い
き
ま
す
が
、
必
く
し

て
他
界
さ
れ
る
と
、
そ
の
泣
族
や
親

ぬ
の
む
々
を
は
る
に
つ
け
、
制
を
し

め
つ
け
ら
れ
ま
す
ω

つ
く
づ
く
仙
胤

が
工
俗
だ
と
思
い
ま
す
。
位
脱
に
は

と

十
分
儲
立
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
忠

ご

い
ま
す
。

り

と
こ
ろ
で
、
峨
民
の
抹
用
に
つ
い

と

て
は
、
能
力
と
人
制
等
で
決
定
し
て

ひ

い
ま
す
が
、
ト
間
建
築
トL
m
w
街
資
格

h
J

者、

語
九
千
が
堪
能
な
入
、
学
芸
員
の

ト

有
資
格
者
も
し
く
は
挑
戦
し
た
い
人

ハ

な
ど
、
技
と
思
う
万
は
、
試
験
に
挑
戦

目

し
て
く
だ
さ
い
。
「布
引
に
尚
ち
た
魅

h
H
あ
る
ふ
る
さ
と
」
を

一
祁
に
削
勺

て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

問

題

①
はけ
月
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
は

③
叩
議

案

⑮

は

議

案

。MH議案
②
代
表

・
一
般
行
間
で
何
件
の
質
問

が
あ
っ
た
か

③
お
件

⑮
刊
一
件

。
凶
作

③
的

・
出
町
棋
の
J
R
ア
ン
ダ
ー
部

分
の
工
必
完
成
は

＠
日
年

7
H
⑬
削
例
年

7
H

O
m年
7
川

（
2
P
1
5
い
の
「調
会
だ
よ
り
』

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
J

〔
応
募
方
法
〕

－R
は
が
き
に
符
、
え
の
記
号

（例

①

i
③
、
②
ー
⑮
、
＠
ー

O
）、
住
所
、

氏
弘
、
年
齢
を
”記
入
し
て
法

っ
て
く

だ
さ
い
。
全
問
正
解
の
人
の
小
か
ら

州
選
で
3
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

食
あ
て
先
H
H

一T9
3
9
1
0
7

朝

日
町
道
ド

i
1
3
3
係

地

制

H
町

役
地
内
、
州
代川
ha
仏
鍬
係
あ
て

－R
締
め
切
り

H
2月
日
日

（
同
日
の

消
印
は
作
効
と
し
ま
す
。）

－円
前
凶
の
正
桝
は
、
①
ー
＠
、
②
｜

＠
、
③
｜
③
で
し
た
。
中l
選
い
れ
は
州

せ
ん
の
粘
米
、
一
以
川
あ
き

（M
W
レ之
、

水
川
町
パ
祇
（
日
レ4
）、
近
江
必
山
子
さ

ん
の

3
人
の
方
に
決
ま
り
ま
し
た
。

－
昭
和
臼
年
2
月
号

＠
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直
一名
了

時
一
一ゾ制

a
b古

石

油

製

品
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4、
II 

-r 

キ

食

fFJ 

r、
1111 

LI 

h
e
E

’S
主

S
…
洋
之
、
宮
崎
地
区

加
必

hU川
彦
、
水

．

，

F
P
竃

河

・
んい
川
正
之
、
大
一以

ハ
ル
イ
、
氷
山
グ
犬
、

あ
な
た
は
、
以
に
掛

一
水
品
利
「
、
笹
川
地
区

折
谷
内
政
、

が
山
た
ニ
と
や
軒
以
州

・
長
井
庁
、

折
小介山川

f
、
小
林
ぺ
川
、
泊

だ
と
．
υわ
れ
た
ζ
と
が

一

一

区

仏

川

勝

品
、
い秋
以
内
民
主
、
川

あ
リ
ま
せ
ん
か
ま
た
、
・
小
み
か

f
、
k
J
川
弘

f
、
必
件、
え
っ

附
以
州
だ
と
ベ
わ
れ
な

…
，l
、
泊
二
区

竹
内
禿
字
、
小
人
出
催
、

が
ら、

そ
の
ま
ま
に
し

・
大
仰
い
勝
、
ι川…
h
w，ト、
崎
町
川
徳
夫
、

て
い
ま
せ
ん
か
ら。

…
泌
総

f
、
中
山
町

f
、
水
山
由
紀
子、

仙
川
日以
山
例
の
大
部
分
は
、
…
卜
〈
必
多
山
立
す
、
山
市
ル
リ

f
、
山
有
川

現
代
社
会
の
小
に
避
け
る
の
が
州
総

…
時
子
、
注
川
れ
つ
、
大
村
正
倍
、
抗
係
】

$
は
ど
た
く
さ
ん
こ
ろ
が
勺
て
い
る

一
尚
美
、
水
山
十
日
英
、
松
原
戊
夫
、
泊

法
発
凶
，ナ
と
遺
伝
同
千
の

2
つ
が
そ

…

三

区

中

’川
勝
次
、
鍋
品
俊
雄
、
山

ろ
っ
て
初
め
て
発
病
し
ま
す
。
と
こ

・
川
頁
滋
、
一
千
以
一
一
問
、
山
本
修
、
米

ろ
が
、
こ
の
治
以
凶
了
を
持

っ
て

い

…
沢
拳
三
、
内
川
誠
、
平
坂
光
安
、
山行

る
人
が
笑
外
多
く
、
日
本
人
の
州
場
合
、
－
回
附
、
山
本
兵
美
、
桜
田
川
H
子
、
五

5
人
に

l
人
と
ベ
一因
わ
れ
て
い
ま
す
。

・
箇
庄
地
区

寺
出
川
市
、
追
分
山自由美，
j

、

「糖
原
病
の
疑
い
が
あ
る
」

と
言

・
近
間
ぷ
叫
、
前
茂
英
子
、
水
一十
和
・
6
、

わ
れ
た
ら
、
最
寄
り
の
医
療
機
関
で
、
一
長
谷
川
正
弘
、一
以
川
克
己
、
南
茂
錦
町

付
い
水
を
飲
み
数

M
M休
血
す
る
糖

負
υ

子
、
金
沢
正
道
、
南
保
地
区

中
山

荷
試
験
と
眼
底
検
査
を
受
け
て
く
だ

…
孝
則
、
長
崎
美
知
代
、
長
崎
清
子
、

さ
い
＠

こ
の

2
つ
の
検
査
は
、
糖
尿

ぃ
犬
綴
裕
一

、
脱
抑
制
比

一
、
大
森
稚
昭
、

病
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
区
別
す
る

…
勝
原
告
苛
正
、
小
坂
負
文
、
清
水
義
則
、

大
い
や
な
検
交
で
す
。

一
小
林
古

一
、
山
崎
地
区

稲
術
一け
一、

そ
し
て
、
糖
原
病
の
確
定
診
断
が
…

水
針
料
、
氷
口
了
、
辻
栄
哲
男
、

1円

下
さ
れ
た
ら
、
糖
尿
病
を
。
侮
ら
ず
、い

市
進
、

山
本

間
十一
、
車
原
丸
子
、
越

恐
れ
ず
e

正
し

い
知
識
を
持
っ
て
療

…
間
恵
子
、
九
虫
久
美
子
、
越
間
正
幸
、

誌
に
努
め
る
こ
と
で
す
。
「
う
わ
さ
」
…
江
端
武
正
、
長
泳
法
芳
、
水
野
大
輔

－AF
V也

・

に
惑
わ
さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
治
…

大
家
庄
地
区

花
井
昭
蔵
、
小
川
正

療
は
、
食
事
療
法
と
運
動
療
法
と
薬
…

夫
、
広
川
直
樹
、
山
岡
久
美
子
、
中

物
療
法
の
三
本
住
か
ら
な
っ
て
い
ま
す

…
品
久

美

チ

（

加
入
）

が
、
も

っ
と
も
基
本
的
な
も
の
は
食
日

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

g
い
ま
し
た
。

事
療
法

で
す
。

し
か
し
、

「
精
尿
病

一
戸
同

二

、
よ

量
、

f

－

，．，E
唯’・・・・・
a
，・
ーua
F
az
n
M

『，，
圃．‘，
a
E

．．． 

、．a
，，，

、E・・・・

の
理
屈
は
わ
か

っ
て
い
て
も
、
実
際

…
ま

」

一

会
主

＝

守

つ

に
は
で
き
な
い

」
と
い
う
人
が
意
外
一

譲
り
ま
す

に
多
く
、
こ
こ
に
結
以
病
は
仰
向
分

一
勺
ス
キ
ー
ウ
エ
ア

l
（
上
下

・
ピ
ン

と
た
た
か
う
病
気
だ
。
と
言
わ

れ

る

・

ク

、

M
サ
イ
ズ

）

由
縁
が
あ
り
ま
す
。

一
マ
フ
ァ

ミ
コ
ン

（
2
年
間
使
用
）

町
立
泊

病

院

副

院

長

赤

川
直
次

E
E
、
，
畠
且
内
閣
圃
・

…

問

い

合
わ
せ

・
山申
し
込
み
は
、
総

i

l

l

－

－
 

aa
，‘，目園田
a

…
務
課
広
報
係
へ
。

ま
た
、
凝
り
た

い

協
力
者
名
（
陀
月
実
施
分
）
…
も
の
や
求
め
た
い
も
の
が
あ
れ
ば
、

境
地
区

水

μ義
時
、
水
臼
同
盟
チ
、

…

同
じ
く
広
報
係

（

E
m－
－

1
0
0

只
郎
と
し
、
ぇ
、
水
品
店
司
、
氷
島
和

一

内
線

2

0
4
番
）
ま
で
知
ら
せ
て
く

彦
、
水
砧
早
苗
、
水
島
朋
則
、
水
島
・

だ
さ
い
。

ヒ
ス
イ
海
岸
、
本
家
た
ら
汁
ま
つ
り

制
白
川
む
ら
お
ニ
し
中
影
山火’
行
委
以
会
で
は
、
昨
年
の

9
パ
に
ね
勺
て
好
評

を
附
し
ま
し
た

「
・伐
な
ベ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ト人
会
t

に
続
く
、
イ
ベ
ン
ト

の
第
二
仰
と
し
て
、
H

ヒ
ス
イ
小
川
作
、
本
ん
が
た
ら
汁
ま
つ
り
ル
を
行
・
す
こ
と
に

な
り
、
特
さ
ん
多
数
の
参
加
を
川町
じ
川
け
て
い
ま
す
G

V
日
時

2
ハ
は
け

（
け
）、
午
前
叩
叫

i
午
後

6
川

V
会
場

J
R
山
崎
駅

前
駐
半
州
場

V
催
し
物
O
本・
不
た
ら
什

コ
ー
ナ
ー
、
（
パ
タ
パ
タ
待
合
、
そ
の
他

の
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、
ヒ
ス
イ
民
．小
、
州
日
閉
め
制
収
丸
写
いけ
ハコ
ー
ナ
ー
〕

O
勺
ト

運
動
会
、
（
古
像
コ
ン
テ
ス
ト
、
人
間
ソ
リ
ト
入
会
、
勺
上
綱
引
大
会
、
サ
パ
イ
パ

ル
吟
合
戦
、．
3
上
体
た
お
し
、
チ
ュ

ー
ブ
ゾ
リ
）

O
花
火
大
会
、

0
1ト
遊
び

V
な
お、

む
ら
わぬ
こ
し
ギ
業
実
行
委
只
会
で
は
、
勺
上
、
必
劫
会
の
参
加
省

を
募

集
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
出
品
れ
は

6
人

｛
大
人
）
を
一

チ

l
ム
と
し
て
、
尖
行

会

U
会
事
務
局
（
朝
日
町
尚
工
会
宮
幻
1
2
2
8
0
・
水
針
）
へ

2
月

5
日

｛
金
）
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

2月のけんこう

砂
利
行
中
3
年

久
肝
本

利
佐
さ
ん
の
作
品

A朝 H中3イ｜二梅沢P＿：（二子さんの作品

「
生
活
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
富
山
」

生
活
文
化
ウ
ォ

i
ラ
ム
山
山
実
行
委
民
会
（
竹
凶
山
以
4
1
幽
県
民
部
水
計
対
策
室

内
）
で
は
、
一
山
口
国
の
冬
期
聞
の
生
活
を
楽
し
く
、
明
る
く
、
快
適
な
も
の
と
す

る
た
め
、
県
民
み
ん
な
で
考
え
る
「
生
前
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム

・
富
山
』
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
む

V
テ

l
マ

雪
凶
の
生
活
ル
ネ
ヴ
サ
ン
ス

H

魅
力
あ
る

~ 

株
今泊

共－Pl 

V朝日中 1iド

江主税佳虫、さんの作品
J’~· ≪ 

雪
国
を
考

え
る
”
V
日
時

2
月

5

8
（
金
）
午
前

9

時
間
場

V
会
場

面
山
県
民
会
館
ホ

l
ル
V
内

容

小

松
左
京
（
作
家
）

記

念
淵削
減
、
加
藤
秀
俊

（
放
送
大
学

基
調
講
演
は
か
V
入
場

無
料

教
授）昭
和
問
年
度
職
業
訓
練
生
を
募
集

間
立
、
石
川
身
体
障
答
者
職
業
訓
練
校
で
は
、
昭
和
臼
年
伎

の
訓
練
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

訓
練

期
間
は
1
年
で
、
応
募
資
格
は，
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
所

持
者
で
す
。
応
募
締
切
り
は

3
月
内
日
で
、
公
共
職
業
安
定
所

へ
。

な
お、

詳

細
に

つ
い
て
は
当
校

（
2
0
7
6
2

H
刊

H
H
2
2
3

5
）
へ
。

·~~＼ 

黒
部
高
等
技
能
学
校
で
講
習
会

枠
組
建
築
法

（
ツ

l
パ
イ
フ

才
｜
建
築
法
ら
ど
）

V
日
時

2
月

8
日

i
m日

午
前

9
附
却
分

i
午
後

4
時
初
分

切
削
理
論
V
日
時

2
月
日

1
m
H
、

n
H

i
お
日
、
午
後

6
時

1
8時

パ
ソ

コ
ン
V
日
時
2
月
却

8
1

3月
4
日
、
午

後

5
時
代
別
分

i
8時
的
分

板
取
り
展
開
法

V
日
時

3
月

5
日

1

6
日
、
午
前

9
時
初
分

1
午
後

4
時
初
分

※

受

講

料
、
内
谷
等
詳
し
く
は
当
校

（
告
白
H

0
2
5
1
）
へ
。

企朝日中イラストクラフψ3年
来世俗さんの作品（ハンカチ）

国
立
立
山
少
年
自
然
の
家
の
利
用
を

当
白
然
め
家

（
岱
0
7
6
4
1
別

H
1
3

2
1
）
で
は
、
週
末

・
休
日
に
ス

キ
ー
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
、

一
一山
の
地
設
開
放

（
大
人

i
人

1
4
0
0

円
）

を
し
て
い
ま
す
。
予
定
自
の

一
週
間
前
ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

’ト

昭和60年3J-Jに泊高校を卒

業し．通勤に便利lで，しかも

現代的な会社ということで＼

富山臼本電気に入社。現イL

mー製作採，第四係の可変紙
抗告誌の製造工f'.itを担当。

きて，今特に興味をもって

いるものをfイうと．「テニス

と水泳で与す。スポーツはあん

まり得意ではなく ，これまて

あんまり してきませんでした

が，よく風邪をひいたりしま

すので．テニスや水泳のよう

な少しハードなスポーツで休

を鍛えた~'oJと意欲的。そこで＼得立

なものをrmいてみると．「歌，カラオケ
てψすり とのニ とで，さらに「よく歌う

1 1 ~1 は 」 と訪ねると， r t単品チや石川さ

ゆりなど泌：伏ぽいめから，松凹Wi.イ・や
中森明菜のようなボンフψス系の曲まて二

なんでも欽いますお そこで， 「のどじ｜

慢大会に出たことは？ J と聞くと．「町

内のカラオケ大会でi憂Jl券しましたωと

美しい芦で話してくれました。

ところで今年は， 「花綜修行という

ことで．お花でも習いたいり とのこと

でした。

米
田
と
も
み
さ
ん

（
泊
・
加
歳
）

@Wφ沿3ゐ

＊血液型

B ＇~＇！ 
大星座名

射手座

＊勤務先

富山日本電気

安趣味

？？楽館・n
＊家族構成

而親と妹の4人家Ii矢

お
花
を
習
い
た
い
／
．

－
昭
和
臼
年
2
月
号
。



パ
レ
l

柔
道
に

3
選
手

全
国
大
会
と
選
抜
合
宿

合
宿
は
、
は
月
幻
日
か
ら
4
円
問

点
京
の
品
吹
館
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

山
場
選
下
か
ら
小
学
小
い
ま
で
年
代
別

に
、
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
滋
千
を
集
め

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、

2
人
は
、

中

学
の
部

｛全
同
で
初
人
）
で
選
抜
さ

れ
た
も
の
で
す
e

． 

日
月
お

H
か
ら

4
u

間
大
阪
府
立
体
育
館
で

開
催
さ
れ
た
第
1
回
全

国
郷
道
府
県
対
抗
中
小

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ト
入
会
に
、

制

U
中
乍
校
の
長
井
知
H

美
さ
ん
が
、

高
山
県
選
抜
チ
ー
ム
の

一
以
と
し

て
出
場
し
、
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
全
国
柔
道
連
関
の
同
際

試
合
采
迫
強
化
選
手
合
ん
仰
の
メ
ン

人
の
選
手
が
参
加
し
て
、
第
7
回
北

信
越

E
ニ
パ
ス
ケ
γ

ト
ボ

l
ル
教
室

交
歓
大
会
が
刺

H
町
民
総
合
体
育
館

パ
ー
に
、
例
け
中
小
’
校
の
上
野
附
山
人

科

（初
段

・
日
J
級
）
と
小
林
浩
樹

必
（
初
段

・
沌
ぷ
級
）
の
二
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

朝
日
町
で
北
信
越
ミ
ニ
ノY

ス
大
会

日
月
初
H
－
幻
自
の
両
日
、
富
山
、

石
川
、
稲
井
、
新
潟
、
長
野
の
北
信

越

5
山市
か
ら
代
ぷ
剖
チ
ー
ム
3
6
0

4

司
長
井
智
美
さ
ん

4

司
上
野
陣
史
君

4

『
小
林
浩
樹
君

12月18日～1月17副

A長崎美知代さん

1月15日
朝日町成人式
朝日町では昨年より約30人多い260

人 （男119人．久141人）が成人才；とし

て新しく大人の仲間入りをしましたが．

ょのH，そのうちの210人が参1Jllして，

午前10時から1j1央農協会館で成人式が

行わiLました

式典｛ふキャンドルサービスのおご

そかな雰凶公の小てヘ成人将代表のL<

j下位苦さん （侠JI!）と藤出純ずさん（大

家庄）の町民選l;f.朗読に始まり. .~（＼ ilt 
町長 ・深松議長の祝L、の言葉，成人者

代表・め＝キl付 J＇~：さん （ 山崎）の？？、、の，？必

と続き．故後に／l',f市有全員による「れ；fi

たら」のイトII／＇，で締めくくリました。

その後，ゲームやO×式クイズ全行
い，楽しいひとときを過ごしましたの

さん （車111:1

町全長谷551)

が優良計年

として.・{;'; 

山県教行委

只会から表

彰されまし

＆一品大きっち
白
河

F
h
J
V

つ
t

n
，ι申
刑

』

月
際ロ有

この日 ， 特別発必~人ホーム「ゐ＇ Ii護

手~J で＼地元の大出町内会役員や桜町

保育所園児らを州いてもちつき大会カf

hわれました。
むちつき大会に｛ふ魚津町長と深絞

町議会議長も参加し入所中の51人の

お年寄りや同児からの「よいしょ 」「ぺ

ッタンコ」の掛け声にあわせ，威勢よ

くもちをつきました。

12月25日
泊病院で「お楽しみ会」
托｜病院には，入院．外来を合め35人

の I J ハピリ 患者・がおられ， 毎 H ， 社会｛~

J告を 回帰して訓械に励んでいますが．

このH，居、者と1哉uめ交流を凶るとと

...もちをつく魚津町畏

...熱戦ガ繰り広げられ芝ミニパス大会

と
教
行
文
化
会
館
の

2
会
場
で
附
椛

さ
れ
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
い
ず
れ
む
各
県
で

…
必
び
抜
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幸男さんが釣り上げたフクラギ＊＇. J3千
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間！；；；~；~（けにした 後. i向精＇11こ約6かjJ 問
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のですが，昭相55.！：手 ・56年に制［III汀特

産品IJf.J発促進協議会が作られたとき，

尾山さんもその－Hとして視察や抗Jf’先
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今
年
の
年
賀
状
、
広
報
係
あ
て
に

も
何
通
か
届
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。
護
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と
い
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と
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で
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な
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で
す
の
附
封
が
楽
し
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で
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ボ
京
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合
成
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）
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広
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い
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り
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し
て
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令
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と
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あ
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凶
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め
新
年
を
迎
、
ぇ

ま
し
た
が
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こ
の
よ
う

に
以
か
い
れ
状
を
も
ら

っ
た
の
は
初
め
て
で
す
。

皆
さ
ん
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
3

今
年
む
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

企箆熊マキさんの賀状

ご寄付をありがとうございました
砂町小学校後般会さんからち.l小’Y：校へ

~ l><l}i:70JllJ・，レコードz5，枚(l4Jj円11也 ）

俳句E小テ校PT八さんからtn小学校へ
凶；5・24冊 （3 Jj問相当）と’平級!II宮
/rji 6 fl ( l J TJ IJ~ 利 ｜当 ）

砂 ii'i7K IDTの高佐i~＇；· さんからmr教rt委l"i

会へ．グランドピアノ l台Jfl.び十l府3

品一式 （70万川剥｜当）

”Ii. f:ili fl:小学校校友会さんから:ii.i;;fiJ主
小中校へ．会議テーフル及び会議宅

｛｜革手；:If.キオボト( 328. 0001可キ目当）

惨 ／1.f;lii庄小学校ドTAさんからJi.附庄

小学校へ，フロアーマット．ノぜンフ

レットケース、Jぷl*Ji機等（133,000円

相当）

ー’J・il,'W汀の人；_i:久さん7う・らii.Ir.II1：：小ザ：校
へ＇ l全装用材料 （7万阿れ｜当）

砂。；。lH卓球協会さんから町民総イ子体育

自主へ、卓球純計機lfl(274.500円相

世情数 5.106(+3) 計 18'508 （ー18)女 9.772（ー12)男 8.736(-6) 〔1月の人口〕


